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既存の環境を生かしながら、
新たにコア-エッジ型SANを構築。
運用負担の軽減と拡張性の向上を実現

SAN SUCCESS STORY

パソコン通信時代から数えて約 20 年の歴史
を持つ大手 ISP「ニフティ株式会社」。「With 
Us, You Can」というキャッチフレーズのも
と、安全性・信頼性の高いインターネットサー
ビスをユーザに提供するのみならず、インター
ネットを活用してユーザの生活を豊かにし、

「お客様のライフパートナーになること」を目
指し、より付加価値の高いさまざまなサービ
スの提供に力を入れている。しかし、加入者
数の増加や光環境への移行の加速、さらには
より競争力のあるサービス提供の要求などに
より、管理しなければならないデータ量は大
幅に増加し、もはや現状のストレージ環境で
は対応しきれなくなってきていた。

データ量の急増によるシステムの複雑化への
対応が急務。既存環境を生かしたSANアイ
ランドの統合を決定
これまでニフティでは、様々なサービスを提
供するに当たって、システムごとに SAN アイ
ランドを構築し、それぞれ専用のストレージ
を用いていた。しかし、光ファイバー回線の
登場などによってユーザの通信環境は高速化

し、それに伴い管理しなければならないデー
タ量も急激に増加していく中、従来の管理手
法の延長線上に単に SAN を増やして行った
のでは、さらにシステムの複雑化を招くことに
なるばかりか、大幅な運用管理コストの増加
を免れない恐れがあった。
そしてこの課題を解決すべく、ニフティが
SAN の統合プロジェクトを立ち上げたのは、
2005 年の秋頃のことだ。「新たにコア - エッ
ジ型 SAN ファブリックを構築し、そこに FC
ルーターを介して既存の SAN アイランドを接
続して全体を統合すれば、管理効率と拡張性
に優れたストレージ環境が構築できると考え
たのです」と、センター部課長の蔵原寛氏は
言う。
ニフティでは、この要求を満たすべくベンダー
各社のソリューションの検討を開始。その結
果、ブロケードの FC ダイレクタ Brocade 
48000（ 富士 通 SN200 Model 540） と
FC スイッチ Brocade Brocade 4100（富士
通 SN200 Model 480）を使ってコア－エッ
ジ型 SAN を構築し、同時にブロケードの
SAN ル ー テ ィン グ・ス イッ チ Brocade 

大手 ISP のニフティ株式会社では、急激なデータ量の増大と、そ
れに伴う管理負担の急増を受け、Brocade 48000 ダイレクタと
Brocade 4100 スイッチによるコア- エッジ型の SAN 環境を構
築し、同時に点在していた SAN アイランドを Brocade AP7420
で接続してストレージ統合を実現した。これにより、バックアップ
作業の効率化を図ると共に、拡張性と管理効率に優れた SAN イ
ンフラが整備されることとなった。

課　題
これまではシステムごとに SAN アイランドが存在
する状態で運用していたが、データが急激に増
加し、管理の負担が大きくなっていた。サービス
を止めずにストレージ容量拡張などの運用ができ
るよう、ストレージ統合が求められていた

ソリューション
Brocade の FC ダイレクタ Brocade 48000 お
よび FC スイッチ Brocade 4100 でコア - エッ
ジ型 SAN を構成、同時に導入した富士通製ス
トレージ Eternus6000 や既存 SAN アイランド
を接続

メリット
•	ストレージの拡張性が向上し、サーバに対する
ストレージリソース追加が迅速に行えるように
なった

•	SAN 統合によりバックアップの統合が実現、
バックアップの設定が容易になった

•	データセンター内のストレージ配置が柔軟に行
えるようになった

•	遠隔バックアップ環境も容易に構築できるよう
になった
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AP7420（Multiprotocol Router/ 富 士 通 
SN200 Model 250M）によって、既存の
SAN アイランドを接続することを決定した。
センター部の上野貴也氏は、「ブロケードの
FC スイッチについては既存の SAN 環境にお
いてすでに導入実績があり、その機能性や安
定性には満足していました。既存の SAN アイ
ランドを接続するためのルーティング・スイッ
チには当然、既存環境との相互接続性が保証
されていることが必須であり、その点ブロケー
ド製品であれば間違いないと考えたのです」
と説明する。
ニフティがこの統合プロジェクトを立ち上げた
のが 2005 年の秋。そして、統合後の新たな
SAN ファブリックが稼動したのは 2006 年 1
月。つまり、検討開始から導入まで半年とか
からずに完了したことになる。導入作業には、
システム・インテグレーションを手がける富士
通株式会社の協力を得て、ほとんど何のトラ
ブルもなく無事終了した。「既存の SAN アイ
ランドにほとんど手 を 加 えず、Brocade 
AP7420 を介して新たな SAN ファブリック
と接続しています。データの移行を行う必要

もなかったため、導入もスムーズに実行でき
ました」と、上野氏は振り返る。

SAN／ストレージ統合により、管理効率を
向上。バックアップとリソース追加作業時間
を大幅に短縮
コア－エッジ型の SAN 環境を構築し、同時
に分散していた SAN アイランドを統合したこ
とによって、ニフティではさまざまな効果を実
感している。
一つには、バックアップ作業の大幅な効率化
が挙げられる。これは、従来 SAN アイラン
ドごとにバックアップ・システムを構築・実施
していたところ、SAN を統合したことによっ
て統合バックアップが可能になり、個別のバッ
クアップ・システムの構築にかかっていた時間
と作業を大幅に削減することができたのが要
因だ。また二つ目には、ストレージの追加作
業を大幅に効率化することができたことが挙
げられる。統合前の環境では、設計から構
築、設定まで約 2 〜 3 カ月を要していたスト
レージリソースの追加作業が、ストレージ統
合後には、ストレージの空きリソースを割り当

てるだけの数時間程度の作業で済むように
なったのだ。ニフティ センター部課長 蔵原
氏は、「例えば、お客様に提供している容量
を無制限にするという新しいサービスを打ち
出したとしても、容量が不足する前に、すぐ
に必要なストレージを追加提供できるわけで
す。これは、サービスを向上する意味におい
ても、またお客様にとっても大きなメリットと
なります」と、リソース追加作業が効率化さ
れたことの効果を述べる。

将来の拡張にも柔軟に対応できるインフラ整
備を完了。DRやストレージ仮想化、さらに
ILMへの取り組みも
今回のプロジェクトを通して、ニフティはブロ
ケードの Brocade 48000 および MPR の
性能と安定性に非常に満足している。統合後
の SAN 環境においても、本番稼動後約 1年
経った現在まで、サービス停止を伴うようなト
ラブルはまったく起こっていないという。ニフ
ティでは、このプロジェクトによって将来の
サービス拡張にも柔軟に対応できるストレー
ジ・インフラが 整 備できたと考えており、
2007年にはこの統合されたインフラをベース
に災害対策（DR）サイト構築を行う計画だ。
遠隔拠点にあるデータセンターの SAN 同士
を、AP7420 を介して接続し、統合された
SAN 全体を DR 構成のインフラとして活用す
ることができるようになるため、サービス構
築のたびに必要であった DR 構成作成の手間
を省き、管理効率を高められる。
ニフティでは、今回の統合によって整備され
たストレージ・インフラを基盤にしながら、今
後はさらにストレージ仮想化や ILM といった
考え方を取り入れ、より可用性と管理効率に
優れた ITインフラへと強化していく計画だ。
上野氏は、「ブロケードからは、今後の製品
ロードマップや方向性などについて定期的に
情報を提供してもらっており、ニフティのシス
テム拡張計画を検討する上でも大変参考に
なっています」と語り、これらの新しい技術
の検討や導入に際しても、さらにブロケード
への期待を高めている。

ニフティのSANファブリック構成概念図

BROCADEに関するより詳しい情報は、以下のWebサイトをご覧ください。
http://www.brocadejapan.com
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